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黄連の アル カロイ ドと甘草および大黄の 成分との漢方湯液中で の沈殿反応に つ い て
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　Precipitation　was 　found　to　be　formed 　dur三ng 　the 　pエeparation 　of 　decoction　from 　a　mixture

of　Coptidis　Rhizolna　 and 　Glycyrrhizae　Radix　or 　Rhei　Rhizoma　according 　to　the 　prescription

of 　Shookan・ron 　and 　Kinki・yoryaku ，　 commonly 　used 　in　the　oriental 　 medicine ，　 KampQo ．　 By

the　survey 　of　bitter　taste，　 antibacterial 　 activity 　 and 　 precipitation　 formation　 with 　 Mayer

reagent ，　 the　 alkaloids 　in　the　Coptidis　Rhizoma 　was 　shown 　no 　longer　to　exist 　in　 the　 super
・

natant 　 of 　the 　decoction，

　Chromatographic　separation 　of　the　 cQmponents 　which 　precipitated　with 　saturated 　solution

of 　berberine　 chloride 　 showed 　that 　glycyrrhizin　in　Glycyrrhizae　 Radix 　 and 　 tannin ・like　 sub −

stances 　in　Rhei　Rhizoma 　were 　responsible 　for　this　p エ ecipitation 　reactiQn ．

　Berberine−precipitation　 reaction 　 was 　 conducted 　 using 　19　 kinds．　 of 　 commercial 　 rhubarb

specimens 　and 　it　was 　found　that 　the 　quantity　of 　precipitate　was 　in　proportion 　to　the 　 com −

monly 　accepted 　cQmmercial 　grade 　thereof　based　 on 　the 　 sensory 　 test，　 Thus，　 the 　 berbeエine−

prec三pitation　reaction 　may 　be　used 　for　the　evaluat 三〇n　of　Rhei　Rhizoma．

　漢方医学 の 薬物療法 の 特微 は ，二 種以上 の 生薬を ， 患者の 証に 合 わ せ て
一

定量ずつ 組み 合 わ せ ， 煎剤 ， 散，丸 剤な

どとし用法 に従 っ て便用す る と こ ろに あ るが ，個 々 の 生薬 の薬効，作用本体 ， 作用機序が不明な もの が 多 く， 多種類

の 生薬を配合す る こ と の 意義に つ い て も，
二

，
三 の 研究が ある の み で ，ほ とん ど明 らか に され て い な い ．

　一
方，合成医薬品に よ る薬害事故が多発す る 中で，漢方療法へ の 関心が 深 ま り， 多種多様 の 漢方製剤が 市販 され る

よ うに な っ て きた が ，そ の 品質を確保す る た め の 研究は 著し く立 ち 遅れ，厚生省が 指定 した繁用漢方処方210品 目に

つ い て も， 原料生薬の 配合量 の み が定 め られ，エ キ ス 散そ の 他 の 製剤 の 品質に 関す る規制 は 何 ら行 な わ れ て い な い 3）．

　箸者 らは ，さ きに ，生薬製剤中に 残留す る有機塩素剤
4，，南天製剤

5），黄連製剤6）
の 分析を行ない ，生薬製剤の 品

1） 日本薬学会第 96年会 （名古屋，1976年 4 月）に 発表．
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　 kazvachi
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　 Osdea，589

3） 日本公定書協会編 ， 医薬品承認審査事例集，薬業時報社 ， 東京，1974 ，p．63．
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質規格は 原料生薬中 の 成分含量 の み で な く， それ らの 製剤加工 過程 に お け る動態 の 研究を抜 きに して は 行ない 得ない

こ とを明 らか に した が 7），今回，構成生薬数がす くな く，浸剤，煎剤，丸剤 ， 生薬末散剤な どの 異な っ た剤型 を患者

の 症状に応 じ て使 い 分け る瀉心 湯類 を モ デ ル と して 選 び ，そ の 構 成 生薬，黄連 の ア ル カ ロ イ ドと，甘草お よ び大黄 の

成分 との 湯液中で の 沈殿反応に つ い て 検討 した．

実験結果 と考察

　1。　黄連配合漢方処方湯液 の苦味テ ス ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　漢方古典医学書 『傷寒論 』
8｝

お よ び 『金匱要略 』
9）

に 記載 され る 黄連配合剤は 12種類 で
，

これ らは
， そ の 配合生薬

の 組 み合わせ から，黄連 と大黄を含む もの ，黄連と甘草を含む もの
， 大黄お よび甘 草を含ま な い もの の 3 つ の グ ル ー

プに 大別され る．

　そ こ で ，これ らの 処方 の 湯液を前述文献 に 記載された とお りの 方法 で調製し ， 味覚を 調べ た と こ ろ ， 大黄あ る い は

甘草の 含まれ る グル ープ で は 苦味が消失する が，こ れ らを含まない グル ープ で は ，ベ ル ベ リ ソ 型 ア ル カ ロ イ ドの 強い

苦味が 感 じ られ た （TABLE 　I）．

　また，処方を構成す る生薬
一

つ ずつ を黄連と組み 合わ せ ， 前述文献に従 っ て 湯液を調製 した とこ ろ，大黄，甘草 ，

黄苓 と の 組み 合 わ せ で 湯液 の 苦味が 消失 し ， 沈殿を 形 成 す る こ とが 明 らか と な っ た ．

　2．　黄連 と甘草の 湯液中で の 反応

　黄連お よ び 甘草そ れぞ れ 10g を と り，水 300　ml と 1時間 加熱 し， ガーゼ 濾過 し た の ち 減圧下 に IOO　ml に 濃縮

した もの
10）

を種 々 の 割合 で混合 し ， 苦味を 調べ た と こ ろ ，
TABLE 　II に示 す よ うに ， 黄連水浸液 （A ），甘草水浸液

（B）の 混合比 1 ；3 以上 で苦味が消失し ， 1 ：4 以上 で 遠沈上澄部の マ イ ヤ
ー

試料反応が陰性 と な っ た．これ は ，（A ）

中 の ア ル カ ロ イ ドが （B ）中の 成分 と反応 して 沈殿を生成 し
， 溶液中か ら除去され た た め と考えられ る．

　そ こ で ，こ の こ とをさらに 確か め るた め ，StaPhylococcas　aureus 　209　P を被験菌と して ，ペ ーパ ーデ ィ ス ク 法で

（A ）（B ）混 液の 上 滞 部 の 抗菌性 を調 べ た と こ ろ ， そ の 比 5 ；4 以上 で ベ ル ペ リ ン 型 ア ル カ ロ イ ドに 由来する抗菌性が

TABLE 　I．傷寒論 ・金匱要略 （明刊）の 黄連配合剤

大黄
・
黄連瀉心湯

瀉 心 　湯

附子瀉心湯

半夏瀉心湯

生姜瀉心 湯

甘草瀉心 湯

葛根
黄苓黄連湯

黄　連　湯

白頭翁加
甘草阿膠湯

乾姜　黄苓
黄連人参湯

小 陥 胸 湯

白 頭 翁 湯

黄連　大黄　黄苓　甘草　人参　半夏　乾姜　大棗　そ の 他 1
○　　 ○

○ 　 　 ○ 　 　 ○
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桂

白
奏

○

○

○

○ ○
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苦

味

な

し

苦
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あ
り

7）野 口 衛 ， 第 9 回和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム 報告， p．115 （1976）．
8）明 ， 趙開美刊本 ，

“

傷寒論
”
，燎原，巻四，p ．177， 巻十 ，

　 p ．437，
9）明 ， 兪子木刊本 ，

“
金匱要略

”

，燎原，巻中，p ．158．
10）漢方処 方で は

一
般 に 黄連 1〜3g

， 甘草 3g 程度を醜合し ，
660　m1 の 水を加え約 300　m1 に 濃縮す る も の が 多

　　 い が ，
モ デ ル 実験 で ある た め ，高濃度条件 を採用 した ．

（
・
105），
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TABLE 　II．　 Reaction　of 　Aqueous　Extracts　of 　Glycyrrhizae　Radix 　and 　Coptidis　Rhizoma

Mixing 　Ratio
Exp，　 No． BitternessMayer 　Reag．

Copt ．　 Ext ．　 Glycyrrh．　Ext ．

12345 11111 1234

尸
D

十

十

十

十

十

TABLE 　III．　 Antibacterial　Activity　of 　the 　Supernatant　Obtained 　by　Mixing

　　　　　　 of 　Glycyrrhizae　 and 　Copt量dis　Extracts

ContrQl Sample
No ．

Copt．　Ext． WaterActiv ．　Copt．　Ext．　 Glyeyrrh．　Ext ．　 Activ．

12345 5
尸
0

尸
D

厂
05

1234

冖
D

卅

幵

什

＋

＋

55

尸
055

12345 卅

升

＋

消失 した （TABLE 　III）．

　3． 甘草中のベ ル ベ リン沈殿反応陽性物質の 分離

　甘草を エ ーテ ル で 脱脂 し，難 波 らの 方法
ID

で ポ リ ア ミ ドカ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（展 開 溶 媒 は ア ソ モ ニ ア 性

MeOH ）を 行ない ，　 glycyrrhizin （G ）含有分画 と非含有分画 に 分け，塩化 ベ ル ベ リ ン （Ber ．Cl）飽和水溶液を 滴加す る

と，両分画 と も沈殿を 生 じた ．

　同様 に ，Fig．1 に 示 す方法 で 分画 を行な っ た と こ ろ ，
ブ タ ノ ール 層（II）， 50％ エ タ ノ ール 層（III）と もに 沈殿反応

陽性 で ，薄層 ク P マ トグ ラ フ ィ
ー （TLC ）（Kieselgel　 G ，

　 n −BuOH −3　N 　NH40H −EtOH （5 ： 2 ： 1），
10％ H2SO4）

に ょ り （G）は分画 （III）に 移行 して い る こ とが 確認 で きた ．

　また ， 黄連の メ タ ノ ール エ キ ス を シ リ カ ゲ ル ク ロ マ トグ ラ フ ィ ー（BuOH −AcOH −H20 （4 ： 1 ： 2））で berberine

分画，coptisine お よ び jateorrhizine分画 ， 未同定 ア ル カ 卩 イ ド分画，非 ア ル カ ロ イ ド分画 に 分け
12）

， そ れぞれ に

（G ）カ リ ウ ム 塩水溶液を 加える と，ア ル カ ロ イ ド分画 は す べ て 沈 殿す る の に 対 し ， 非 ア ル カ ロ イ ド分画 は 沈 殿を 生 じ

な か っ た ．

　　 （工工）
r

一一齟一EtOH 　aaded

50％ Eto　 　 　 　 　 layer
　　　（工工1 ＞

precipi 七atc

　　〔エv ）

Fig．1．　 Fractional　Dissolution　of 　Aqueous　Extract

　　　 of　Glycyrrhizae　Radix

11）難波恒雄 ， 吉崎正 雄 ， 富森　毅 ， 坪井正彦， 加藤公代，薬誌 95，809 （1975）．

12）水 野瑞夫，久保道徳，山 口 真由，谿　忠人，小野明二 ， 内田景博，有地　滋， 日本生薬学会第 24 回年会講演

　　要旨集 ， p ．6 （1977），　　　　　　　　　　　　　　　　
．
　　

．
　　

、
　　

、
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　以上 の 実験 の 結果か ら，甘草中に は ベ ル ベ リン 型ア ル カ 卩 イ ドと反応する物質が 2 種以上存在す る と考え られ る．

　そ こ で ， さ ぎの ブ タ ノ ール 可溶部に つ い て シ リ カ ゲ ル ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー（CHC13 ：MeOH ＝5 ： 1）を行ない ， 沈殿

反応陽性 フ ラ ク シ ョ ン を集め ， 同じ溶媒系で 分取 TLC を くD返 し
， 少量 の ベ ル ベ リン 沈殿反応陽性物質 （m ．p193

〜196°）を得る こ とが で きた．そ の構造に つ い て は別 に 報告す る．

　 4．　黄連 と 大黄 の 湯液中で の 反応

　r傷寒論』 の 「大黄黄連瀉心 湯」， r金匱要略』 の 「瀉心湯」をは じめ，
1

多 くの 処方に お い て大黄と黄連は 2 ： 1 の

割合で 配合され て い る．

　そ こ で ，大黄 2g ， 黄連 1g に 熱湯 100　ml を 加えて 3 分間煮沸 し た と こ ろ ， 湯液の 苦味 が消失す る の み で な く，

黄色〜黄褐色 の コ ロ イ ド状沈殿を形成 し ， その 量 お よび形状は ， 用 い る大黄の 種類に よ り著 し く異 な っ た．

　大黄 の 熱湯 浸 出 液 に Ber ，　C1 飽和水溶液 を 加え て も，同様 に 沈殿 を 生成 す る が ，同浸 出液に 皮粉 （Haut　Pulver．

Merck 社製）を加え，か くは ん し，濾過 した もの で は もは や沈殿 を生じな い こ とか ら ， 大黄中の タ ン ニ ン 様物質が沈

殿反応 に 関与 してい る と考え られ る．

　 こ の 沈殿を水
一

ア セ トソ （1 ： 1）混液に溶か し ， ア ン パ ーラ イ ト IRC−50 で Ber．　C1 を吸着させ
，
　 Fig．2 に 示す方

法で分画 した フ ラ ク シ ョ ン 1 （Fr．1）は FeC13 試液に よ り緑色を帯び た青灰色を呈 し，タ ソ ニ ン 定量法に準じて皮粉

を加えか くは ん した ろ液は ，
Ber ．　Cl 飽和 水 溶液で 沈殿 を 生 じ なか っ た ． こ の Fr ．1 と，一

般 に 大黄中 の タ ン ニ ソ

様物質 とし て 広 く知 られ る glucogallin を ペ ーバ ーク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー （展開溶媒 BuOH −AcOH −H20 （4 ： 1 ：5））

の 上 層 に IO％ ethyleneglycol を添 加，　 FeCl3試液で 検出）で 比較 した が，両者は
一致 しな か っ た ．また ，　 Kieselgel

G を用 い た TLC （展開溶媒 C6H6−HCOOC2Hs −HCOOH （75 ： 24 ： 1） ア ン モ ニ ア 蒸気 で 検出）で，　 chrysQphanol
，

rhein ，　emodin ，　 aloe ・emodin 標品 と比較 した が
，
　 Fr．1 中に は これ らは 含まれ て い ない こ とが明 らか とな っ た

Rhei 　Rhizoma

wa 七er

　 　 −Cl　soln ．　 　res

　　 。 a ，e

　　　　　　　　　− diss 。 1・ ・d　in ・ ce 七。… H2 。 （1 ・1 ）

　 　 　 　 　 　 　 SO1 ロ 。

．．
＿ 巨竺

一 ・一 ・ ・  ・

ion 　exchanger 　　filtra 七eap

己・

七d ．with 　e 七hex

ethe 士eal 　layer 　 　 ag ・layer

　
‘
　　　　　　　 　　 （Frlz ）

　　　　Fig ．2．　Fractionatioll　of 　Rhei　Rhizoma

Fi9．3，　 Thin・Layer　Chromatogram　of　Oxyanthraquinenes
　 　 　 in　Rhei　Rhizoma

　 1
，
Rhei　extract 　Fr．1； 2

，
　 chrysophanol ； 3

，
　 Rhein；．

　 4，Emodin ；　5，　Aloe・emodil1 ．　Plate
，　 Kieselgel　G ；

　 solvent ，
・C6Hil− HCOOC2H5iHCOOH 　（75 ： 24 ： 1）；

　 detect，　 NH3 　vapor ．

（1む7ン
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・・− A −一一ye1 ユ。w

呻一一B − invi ・ibl ・ （b ・ ・w ・ by ・
2 ）

・一一C … yell ・ w （red 　 by 　 amm ・ nia ）
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Fig．4．　 TLC 　Pattern　of 　Rhei　Components 　Whi ¢ h　was 　Precipitated

　 　 　 with 　Berberine　Chloride

（4 物質 と も Ber ，沈殿反応 は 陰性 で あ る）（Fig ．3）． さらに ， こ の Fr．1 を ア ビ セ ル SF を用い た TLC （展開溶媒

iso・PrOH −H20 （2 ： 1）） で 分離す る と，5 個 の ス ポ ッ ト A ，　B ，　c ，　D ，　E が 検出 され た （Fig．4）．ス ポ ヅ ト A
，
　C は 肉

眼 で 淡黄色，ス ポ ヅ ト B ，D ，　E は 無色 で ，12 の CHCt3 溶液 を噴霧す る と褐 色 と な っ た．各 ス ポ ヅ ト と も ニ ソ ヒ ド

リ ソ 試 液，塩 化第二 鉄 試 液，リ ン モ リ ブ デ ン 酸試 液 で 呈 色 せ ず ，ス ポ ヅ ト C の み は ア ソ モ ニ ア 蒸気 で 橙色 とな っ た．

しか し，これ らの 中の い ずれが 沈殿反応 に 関与す るか は，今回 の 実験 で は 明 らか に で きな か っ た ．Fig ．4 に そ の ク Pt

マ トパ タ
ー

ン を示す．

　5．　ベ ルベ リン 沈殿 反 応の 大 黄 の 品 質評価 へ の 応用

　大黄 の 品質試験法 と して は ， 第 9改 正 日本薬局方の rapont 三cin の TLC の ほ か
， 高速液体ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ー
に

ょ る sennoside 類 の 定量
13，，遊離型 ア ソ ト ラ キ ノ ン と結合型 ア ソ ト ラ キ ノ ン の 比 色 法 に よ る 分別定 量 14），瀉下作用に

よ る bioassayi5） などが知 られ て い るが ，漢方医学書で は ，大黄 を瀉下 の 目的の み に 用 い る こ とは す くな い と こ ろか

ら，古来の 経験的な外部形態学的な鑑別法と対応す る 試験法 が 必要 とな る，

TABLE 　IV．各種大黄 の 黄化 ベ ル ベ リ ン との 反応

名 称
水 浸 液　　水 溶 液　Ber ．　C1 と の 　Ber ．　 C1 加30　同 沈 で 　湯 液の

の 色調　　の 濁度　沈で ん の 状態　分の 沈で ん 量　ん 密度　色　調

1234567891011121314151617唐　大 黄
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色

色

色

　

色

　

色．
色

色

　

色

色

　

　

　

　

褐

褐

褐

褐

〃

赤
〃

褐

　
褐

〃

　

褐
〃

　

　

　

　

や

茶

赤

黄

　

や

　

黄

黄

赤

　

黄

黄

　

色

　

色

〃

褐
〃

　

黒

　

黄

十

十

十

汁

　

十

十

十

十

十

十

十

状

　

状

状

る

　

〃

子

　

ご

綿

　

粒

綿

に

　
状

明

状

〃

　

　

　

　

　

　

　

〃

　

”

　

〃

　

〃

　

”

　

”

　
綿

澄

綿

綿　 　状

　 〃

　 0．5
　 0．4

　 0．5

　 0．3
に ご る の み

に 　 ご

　 0．2

　 0．　05

　 0．3
　 0．2

　 0．2

　 0．2

　 0．1

　 0．2

　 0．5
　 0．5

　 0，5

る

粗
〃

中

中

粗

〃

中

密

中
〃

〃

粗

一

粗

密

黄　色

黄　色

　 〃

　 〃

黄褐色

　 〃

黄　色

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

淡茶色

茶　色

茶褐色

黄　色

13）栗山政道，高橋 　惇，井上建三 ，村松誉幸 ， 佐渡哲夫， 川 合憲治 ， 岩 田昭夫，昭和 49年度厚生科学研究報告，

　　p．235　（1975）．
14）鈴木信夫 ， 栗木武男 ， 辻山　毅 ， 昭和 48 年度厚 生 科学研 究 報 告，p247 （1974）．

15）松岡敏郎 ， 生薬 ， 15， 113（1961）；藤村　
一，代謝，10，716 （1973）．
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　そこ で ， 大黄市場品 17種に つ い て ， 上述 の 沈殿反応を行ない
， 沈殿 の 量 ， 形状を比較 した ．そ の 結果 は TABLE

IV に 示す とお りで ，錦紋大黄や中国産市場品 で 良品 とされ る もの で は，一
般 に 沈殿 の 生成量 が多く， 劣品と され る

等外大黄 ， 芋大黄 ， 和大黄 ， 馬蹄大黄な どは 沈殿 の 生成量 が す くな く， また ， 古渡 り品は ， 馬蹄大黄で も沈殿 の 量 は

多 くな っ て い た ，

　試料溶液を試験管に 取 り ，
Ber．　C1 飽和水溶液を 加え，30分放置後 の 沈殿層の 液 の 深 さ と の 比 を と る と，データ が

数値化 され ，判別が容易と な っ た．

　以上 の 結果か ら ，
タ ソ ニ ン 様物質を対象に した 本沈殿反応は ， 古来の 経験的 な 方法 と一

致 した 成績 を 与え る ，簡便

な品質鑑定法 とい え よ う，

　6．　湯液中に おける生薬成分の沈殿反応の臨床的意義に つ い て

　黄連と甘草の 湯液調製時に生成 した沈殿は ， 人工 胃液 （JP　Vm ）に は 溶け に くい が 16》
， 人工 腸液 （JP　VIII）に は そ

れ よ りや や 溶けや す い の で ，生薬を煎じ て そ の ま ま服用す る時 に は ， 沈殿 を 生成 して も，けん だ く状態 の 沈殿 を も同

時に 摂取 で きるの で ， 薬効上支障は な い が ， 濾過操作 を加え る と沈殿が 除去 され ，また ， 結合状態の 物質を解離 させ

る操作を加えない と，製剤の 定量値が減少する．

　と こ ろ が ， 黄連と大黄の 沈殿物は 人工 胃液 ， 人工 腸液 に 難溶 であ り ， 消化管内 で解離 して berberineの 抗菌性をは

じめ とする薬効を発現 しない と考え られる，

　主要漢方医学書 に 記載され る大黄 ， 黄連を主剤とす る処方｝M　TABLE 　V に 示す とお りで ，傷寒論，金匱要略 で は 浸

剤 ， 煎剤 の み が収載され て い る の に 対し，後世 に な る と， 散剤あ るい は 丸剤 （圓）が煎剤と同
一文献中に 現れ ， 煎剤の

薬効 と し て
‘‘

大便秘結
”

が あげられ ，生薬末を そ の まま用い る場合と煎剤を用 い る場合を意識的に区別する よ うに な

っ た と考え られ る 17）．す なわ ち先に 述べ た よ うに ，煎剤中 で 大黄中の タ ン ニ ソ 様物質と黄連中 の ベ ル ベ リ ン 型 ア ル カ

TABLE 　V ．古文献に み られ る大黄黄連黄苓配合処方

年

代
処　方　名

配　合　量

大 　黄　黄
黄　連　苓

薬 効 文　　献

　　　大黄黄連瀉心 湯
漢
　　　瀉 心　湯

2　 1　　　　 浸　　火熱受邪心 病生罵苦入 心 塞除熱

2　 1　 1　　煎　　心気不足
……吐 血衂血

傷 寒 論

金匱要略

唐

大　黄　散

三 　黄　丸

大黄黄連瀉心湯

三　黄　散

潟　心　湯

431252424473214144663 散 黄疽 ， 身体面 目皆黄

丸　　男子五 労七傷，洒濁，不生肌肉 ， 婦人帯下 ， 手足寒熱

　　 煎

4　　散

1　 煎

心下痞之自濡

黄疽 ， 身体面皆黄

吐血，衂血 ，霍乱 ， 心気不定

外台秘要

千金翼方

備急干金要方

金　　三 黄　丸

五宀
門
b

ハ
03

4122219

阿

5

丸　　五 労 七傷， 消渇 ，不 生肌肉，婦人帯下，手足寒熱　　儒門事親

　　　三 　黄　丸
宋
　　　瀉心三黄湯

1　 1　 1　　 丸　　三 焦積熱，眼 目赤 腫 ， 頭 頂 腫 痛 ，下 焦有熱 小便 赤 渋　脾胃論

1　 1　 1　　煎　　傷寒六 七 日内有燥屎 ， 大便秘結 ， 譫語 目赤毒気閉塞　校註婦人良方

　 　 大 黄 黄 連 瀉 心 湯

明　　三 　黄　湯

　　　三 　黄　丸

231331531 煎　　傷寒大下後復発汗心 下痞按之 濡，胃中有燥屎大便難　奇効良方

煎 積熱結滞臓腑，大便秘結，心 膈煩燥

丸 小児積熱，吐血，咽膈不利

清　　三 　黄　湯 6　　1　　 1 〜　　 血 濫者 温熱経解

16）続報参照 ．
17）久保道徳，小野明二 ，林

　　（1977）．
輝明，有地　滋，野 口　衛， 日 本薬学会第 97年会講演要旨集，ac　ll分冊 ，

　 p ．123
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ロ イ ドが 難溶性 の 沈殿を形成す る こ とか ら，
こ れ らの 物質の 薬効（た とえ ば収れ ん作用 や抗菌性）を期待する場合に は

散 ， また これ らの 物質を除 い た 残 りの
， た とえ ば sennoside の 瀉下作用 な どを期待す る場合に は煎剤を 用い る とい っ

た よ うに ，こ の 沈殿 反応 を用 い て 処 方 の 薬能 を 変 換 させ て い る と こ ろ に ，漢方医学 の 薬物療法 の 薬剤学的特徴が あ る

とい え よ う．

　こ の こ とに つ い て は ，薬理 実験 や，他 の 生薬 を 組み 合わ せ た 場 合 の 沈殿 反 応 を含 め，さ らに 検討 を 加 え た い ，

実　験　の 　部

　 1．　抗菌性試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　寒天培地 （肉 コ キ ス
，

ポ リ ペ プ トン 各 1％ ，
NaCl 　O．5％ ， 寒天 L5 ％，　pH 　 7．2）を 130Q，20 分，2 気圧 で 湿熱滅

菌 し，被験菌 StaPhylococcus　 aureus 　209　P を うえ ，平板 に か た め た の ち，試料溶液 を 浸 し乾燥 した 直径 7mm の

濾紙片をお ぎ，37
°
，4 時間培養 し，発育阻 止 円 の 大 きさを 測定 した ，

　2．　甘草中の ベ ル ベ リン 沈殿反応陽性物質の 分離

　甘草 100g に 水 1，000　ml を 加え， 1 時間ず つ 2 回加熱抽出す る．濾液を合 し， 減圧下に 約 100　ml に 濃縮 し，

Fig．1 に 示す方法 で Et20 可液部，　 n −BuOH 可溶部，50％ EtOH 可溶部，同不溶部の 4 つ に 分画 し，そ れぞれ の

分画に つ い て Silicagel　G 薄層 ，
　 BuOH ：3N ア ン モ ニ ア ：EtOH （5 ：2 ： 1） で TLC を行な っ た、発色試薬 ： 1％

硫酸セ リ ウ ム ー10％ 硫酸 ， 10％ 硫酸．

　3． ベ ル ベ リン 沈殿反応を用い る大黄 の 品質鑑別法

　各種大黄 2g を こ まか く砕 き，熱湯 60　ml を 加え よ く振 と う した の ち ， 濾過す る，ろ液 10 皿 1 を試験管 に 取 り，

塩 化 ベ ル ベ リ ン 飽和水 溶液 10m1 を加え ， よ く振 と うした の ち 30 分間放置 した・，沈殿 量 の 記載 に は ，試験管中の 液

の 深さに 対す る 沈殿部分の 深 さの 占め る 割合を 用 い た ．

　 4． 大黄中の ベ ル ベ リン 沈殿反応陽性物質の 分離

　細か く砕い た 大黄 50g を熱湯 300　ml ずつ で 2 回振 り出し，熱時濾過 し，濾液に 熱 Ber，　Cl 飽和水 溶 液を ，もは

や 沈殿 が 生 じな くな る まで 加え る．一
夜放置後生 じ た 沈殿 を 吸引濾過 し

， 沈殿 を ア セ ト ソ ー
水（1 ：1）混液，200ml に

溶か し，水 100ml を加え ，
ア ン バ ーラ イ トIRC−50（RH 型）30g を加え，1時間か くは ん し ， 淡黄色 の 濾液を減圧下

に 50m1 濃縮す る．こ の 液に 再 び ア ン パ ーラ イ ト IRC −50 （RH 型）109 を 加 え ，
1 時間か くは ん し，濾過 し濾液を

Et20 抽出 し
， 水層を濃縮 し P．P ．C ．

，
　TLC 用試料と した ．
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